
　

埋蔵文化財 発掘調査
　国営ほ場整備事業に伴う埋蔵文化財の試掘確認調査で、遺跡の存在が
明らかとなり、周囲の小字名から「成願（せいがん）遺跡」と名付けられまし
た。 今回、高知県埋蔵文化財センターが本発掘調査を行い、弥生時代の遺
構が確認されました。 水田からわずか30㎝の地下に広がる弥生人の集落
の一端を紹介します。

【大埇甲（能間地区）※保健福祉センターから南へ約300ｍ付近】
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住宅用火災警報器の設置は出来ていますか？

3月1日㈫～7日㈪　全国一斉実施！
　３月１日（火）から７日（月）まで、全国一斉に春の火
災予防運動が実施されます。    
　春は季節風の強い日が多く、中小河川のしゅんせ
つ工事や山田堰関係の「川干」と重なるため、ちょっと
した不注意から思わぬ大火となる恐れがあります。 
　春先には山菜取りなど入山者も多くなり、タバコの
投げ捨て、焚き火、火入れなどの不始末で一瞬のうち
に貴重な山林が焼失します。一人ひとりが心掛けて山
火事などを防ぎましょう。

　住宅用火災警報器は、火災により発生する熱や煙を
感知して、音や音声により火災の発生を知らせてくれ
る機器です。まだ設置していないご家庭は、早急に設置
するようにしましょう。既に設置しているご家庭は、定
期点検をお願いします。    

おうち時間 家族で点検 火の始末おうち時間 家族で点検 火の始末おうち時間 家族で点検 火の始末

■問い合わせ／消防本部予防課 ☎８６３－３５１１

令和３年度全国統一標語令和4年春季全国火災予防運動令和4年春季全国火災予防運動

　消防庁が作成した「住宅防火 いのちを守
る ７つのポイント」の見直しがされ、新たに

「住宅防火 いのちを守る 10のポイント」が
製作されました。    

「幼年消防クラブ」によります防火演奏は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から中止します。

令 和 4 年  
南 国 市 消 防 出 初 式
令 和 4 年  
南 国 市 消 防 出 初 式

　南国市消防関係者の年始行事である出初式を、南国市スポーツパークグラウンドで開催しました。
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消防職員による人員服装点検
救助隊による
救命索発射装置実演

市長表彰
消防団員による人員服装点検

コミュニティ助成事業（宝くじ助成金）で備品を整備しましたコミュニティ助成事業（宝くじ助成金）で備品を整備しました
　稲生の中谷地区自治会は、互いに人権を尊重し、親睦を図り、
協力し合って明るく住みよい地域づくりに取り組んでいます。

　今回、宝くじの助成金を活用し、机・椅子やエアコンなどの公民館備品と屋外掲示板
を整備したことで、安心安全・快適な環境での自治会活動の継続と発展に寄与するこ
とが期待されます。

　この事業は、（一財）自治総合センター
が宝くじの社会貢献広報事業として、コ
ミュニティ活動に必要な備品や集会施設
の整備などに助成を行うものです。助成
を希望される団体は、下記までご連絡く
ださい。

■問い合わせ
　企画課企画調整係　☎８８０－６５５３

　四国電力株式会社より、防犯街路灯と防災関連物品として大
型扇風機が寄贈されました。寄贈された防犯街路灯は、本市の
よりよいまちづくりにつながるよう活用いたします。また、大型
扇風機は、避難所での利用や、新型コロナウイルス感染症対策
として活用いたします。

　南国市地産地消・外商推進協議会主催で、市内の高校生を対象に「地産地消で南国市を応援しよう」ポスターデザインを募集
しました。市内４校２８作品の内、全６作品が受賞しました。最優秀賞には「祖母から四方竹の実物を借りて細かいところをしっ
かり観察した」という岡豊高校２年松村実咲さんの作品が選ばれました。市
の特産品を鮮やかでダイナミックに描いたポスターは、今後地元特産物を
扱う店舗や量販店などに掲示していただく予定です。

　今年の健康と飛躍・発展を願い、体育始めの行事として
走り初めを開催しました。昨年度はコロナ禍で中止しまし
たが、今年度は人数を制限した形で開催し、中学生を主と
して94名が参加し、市内中心部を駆け抜けました。
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【内容】
◎女性防火クラブ 少年消防クラブ
　による初期消火訓練
◎消防車両紹介　など
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